
解 答
一

１ 〔つ〕 ２ ３ 〔い〕 ４ ５ 〔やす〕裁 山積 接 利口 費

６ 〔う〕 ７ 〔れ〕 ８ ９ 〔か〕 10 〔ら〕拾 う さっそく おごそ もっぱ

二

ウ 手 イ 口１ 〔記号〕 〔漢字〕 ２ 〔記号〕 〔漢字〕

エ 足 ア 舌３ 〔記号〕 〔漢字〕 ４ 〔記号〕 〔漢字〕

三

家のそばには 御霊杉 そびえている 空海 植えた問一 １ ２ ３ ４ ５

筆問二

四

エ問一

イ問二

「ぼく」がおじいさんのうちの子として、母さんを客とみなして接していること。問三

ウ問四

とたんに空問五

母と二人の暮らしを初めて離れた自分が、大人の男であるおじいさんとの新しい生活になじんでいることに気づ問六

いたということ。

２ １ ３ ２ ２問七 ○ ○ ○ ○ ○あ い う え お

五

イ問一

イ エ問二 ・

多様性問三

自然と同様に、人間という生物が住み、異質の文化や価値観が互いにかかわりつつ共存できる多様性・熱っぽさ問四

があるということ。

野の鳥や獣や虫や花と同等の動物問五

都市で野良猫を寄せ付けまいとする行為は、人間が他の生物と妥協できなくなっていることの表れであり、これ問六

が拡大すれば都市の自然が失われてしまうかもしれないということ。

エ問七
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